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１．本研究の目的 
諸外国における障害者対策は、1981 年の国際障害者年以降 1987 年フランスの障害労働者雇用法の制
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３．各章の概要 


































続に必要な 5 因子「就労基礎力」「業務遂行」「他者への説明」「協調関係」「計画・実行」に関する 64 項
目のスキルが抽出された。因子負荷量は.500 から.828 であり、企業が発達障害学生へどのようなことを
期待し，どのようなスキルが必要なのかを理解することができた。一方、予備調査では就労継続に必要と

























第 4 章 発達障害を有する大学生の学生支援から就労支援までの包括支援の枠組み 
Fig.19 発達障害を有する大学生の大学入学から就労までの包括的支援モデル 
（参考文献） 
梅永 雄二 (2014). 発達障害者の就労支援 LD 研究, 23, 385–391. 
独立行政法人日本学生支援機構 (2014). 平成 25 年度日本学生支援機構障害学生修学支援ネットワーク
充実・強化事業障害学生支援に関する調査研究 独立行政法人日本学生支援機構 
高橋 国法・石本 豪・新野 由理子 (2012). 個人面談とグループを活用した自閉症スペクトラム障害学





























































































   
 以上のような課題も残されているが、いずれも追跡調査やプログラムの微調整による改善により解消
される内容であり、本論文の理論構築に影響するものではない。以上により、審査員一同、総合的に検討
した結果、本論文が「博士（教育学）」を授与するのにふさわしいと判断したことをここに報告する。 
 
 
 
